






























折の過程と軌を一にしており、東京大学はじめ明治初期に創立した他大学と同様に、一九七〇年代から学習院百年史編纂事業が進められた。その際に収集された史資料をもとに総務課院史資料室が設置され、現在学習院アーカイブズの中核をなす史資料と て引き継がれている。 の時期に 目録、歴代教員の履歴、年表などのカードが作成され、このカードは現在でも頻繁に利用されている。
一九九〇年代には学習院大学五十年史編纂事業が開





期学習院を離れたが、その後も『半世紀―学習院女子短期大学史』 （二〇〇三） 、 『学習院女子中等科
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いる。ひとつは「史資料により学習院の歴史と伝統を確認する場として、教育研究・広報などの諸活動に寄与する」という、どの大学アーカイブズも取り組んでいる一般的なものである。もうひとつは学習院で業務上作成され 「文書の整理と管理を進め、事務効率向上など業務改善に寄与する」とい もので、非現用（保存年限を越えた）業務文書を受入れ選別・保存する「機関アーカイブズ」として 役割を果たそうとしている。
学習院アーカイブズが所蔵する史資料には、まず






〇年代から六〇年代にかけて作成された文書である。学習院が宮内省から離れる際のＧＨＱとの交渉記録や、私立改組直後の理事会評議会記録、学習院大学開設時の設置認可書類や教務関連文書等々が含まれている。作成された時期を反映して文書の大半が酸性劣化したわらばん紙であり、少しずつ脱酸処理ならびにデジタル化などの措置を講じているものの、現状は根本的な解決にはほど遠い。こうした官立学校時代 公文書や戦後期の文書は、いうまでもなく学習院にとって貴重な歴史資料であるが、そのほとんどがかつ 日常の業務において作成された文書であり、最初から重要と認識されていたわけ は い。現在作成されて身の回りにおかれている業務文書も、保存して後世に伝えていこうという意識が私達になけ ば 散逸してしまう可能性が高い。
学習院という組織の中で作成・保存されてきた文書
のほかに、元教職員・卒 生やその遺族、ゼミやクラブのＯＢ等から寄贈された個人資料も多く収蔵されている。つまり「機関アーカイブズ」 加え 、個人資料を集積した「収集アーカイブズ」の機能も学習院
アーカイブズでは大きな比重を占めているのである。たとえば学生証は誰もが持っていた割には残されにくい資料のひとつで、卒業生から寄贈された大学初期の学生証は大変貴重である。また卒業生の遺族から寄贈された昭和初期の学生寮の献立表は、日常生活で消費され別段重要とも思われない文書が、年月を経て興味深い歴史資料に変わっていった典型的な例であろう。個人から寄贈される 一つ一つに 、愛校心という一言では表現できな 、寄贈者の学習院に対する思いが詰まって る。そうした学校に対する人々の思いを受け取る場として、アーカイブズは大 の中で重要な役割を果たしていることを実感している。
文書以外の資料について、まず写真類は利用頻度が





カイブズ」としての役割、すなわち学内の各部署 作成される業務文書について、現場で使用する「現用」の段階から整理・管理をすすめ 保存年限 終了した「非現用」文書をアーカイブズへ移管するシステムを構築しようとしている、私立 校は国立大学と異なり公文書管理法（二〇一一年施行）や情報公開法（二〇〇一年施行）が適 されるわけではなく、文書の管理・保存や公開は義務とは ていない。文書管理・保存のシステムを構築していく意義は、私学自身が見出すものであり、学習院は曲がりなりにもその意義を自覚し始めたと言える。
私立学校となってからの学習院には長い間文書管




向上とスペースの有効活用ならびに説明責任（アカウンタビリティ）が全うされることを目的としている。学習院アーカイブズは各部署の管理簿作成を支援し、保存年限を完了して各部署から移 された文書ファイルを選別・保存する。総務部や学生センターのように過去の文書ファイルを大量に保管してい 部署については、学習院アーカイブズの タッフが倉庫に出向いて、管理簿 作成を代行している。その作業は、将来保存年限が終了した後アーカイブズに移管される可能性の高い文書ファイルの予備調査も兼ね いる。
大切な点は、文書ファイル管理簿が各部署の業務改
善のために活用されることであり、学習院アーカイブズのために管理簿を作成するわけではない。二〇一四（平成二六）年には「学習院文書取扱規程」が改正され、 「保存期間の満了した文書は原則としてアーカイブ に移管する」ことが明記された。文書ファイル管理簿で文書の所在を把握し、非現用 文書は学習院アーカイブズに移管すると う、機関アーカイブズとしてのシステムが徐々に整いつつあ 。そて移管された文書ファ ルは、評価選別のうえ史の基礎資料 保存・活用されるのである。
この他、史資料の受け入れに関する業務としては、
学内に残される年代が古く未整理の資料の調査・整理がある。これまで大学図書館所蔵古写真の整理とデジタル化、初等科に所蔵される明治以来の教材資料の調査などを実施してきた。二〇一二（平成二四）年、女子中・高等科の校舎改築にあたり倉庫から運び出された資料を整理していたところ、焼け焦げた昭和戦前期の成績原簿〔図3〕が出てきた。女子中・高等科の前身にあ る女子学習院は 一九四五年五月に空襲で青山にあった校舎を全焼した。その後教職員が焼け跡から成績原簿を掘り出して現在の戸山校舎 運び込んだと思われるが、この 発見 た途端、部屋中に焦げた臭いがたちこめ、被災の状況をリアルに感じ ことが印象に残っている。
学習院アーカイブズの特徴は、資料閲覧や各種レ
































ブズには、さまざまな業務と課題がある。人員・予算・スペースが限られるなか、多様な業務の中で何を優先させ実行していくかが、その大学アーカイブズの特徴や個性となるであろう。アーカイブズので重要なのはその継続性であり、できる範囲の業務を細くとも長く続けていくことが肝要と思われる。また冒頭に述べた通り、大学史資料とはいわゆる古い歴史資料だけではなく、近年の業務文書や印刷物 ど一見平凡な資料こそ、選別を加えたうえ 保存していくことが求められる。どのような資料も残そう 意識しければ散逸する危険がある。最後に、大学アーカイブズは研究教育・広報・業務改善や地域連携ほか、学
校運営に貢献してこそ存在価値がある。人と人とをつなぐ「人にやさしいアーカイブズ」であることを目標に、今後も業務に取り組んでいきたい。
